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SPAモニター装置

徳田進 鎌田哲夫

要旨： 乙のノートは、われわれの開発したSp Aモニター装置について述べてある。ζのシス

テムはSp A 時に、マイクロコンビュータによって、 s p Aの開始並びにf表高到達時刻を、自動
的にプリントアウトずる。

乙のシステムのアルゴリズムのフローチャートも示した。現在ζのシステムは運転中であるが、

まだ完全なものとはいえないので、今後更に改良を加えてゆくつもりである。

1.まえカ£き

われわれは低成包離層の研究を目的として、ここ数年来、 V L F標準周波数局や OM E G A局

からの電波の、位相並びに強度の連続観測を実施している。このデータ整理は、これまで記録紙上

のアナログ盆を読み取る方法が取られて来たが、取得するデータillが増加するにつれ、データ処理

の能率化を考える必要性が生じて来た。そこで、全データをアナログ量のまま記録として残す以外

に、 AD愛換によりデジタル盃としても記録し、データの統計処理のスピード化を実施することを

考えた。

手始めとして、昭和 54年度には、 太陽フレアーに伴なう D領域の電離の増加の結果として、

V L F波の位相と振幅とに顕著な影響をあたえるいわゆる Sp A現象の発生時刻、侵大値到達時

刻を、自動的に記録するため、マイクロコンビュータを用いた Sp Aモニター装置を試作したの

で報告する。

2.装置の方式と実測例

一般に、 SPA (SES）時には、位相（強度）の変化は、一例として図／に示した 22.3kHz 

( N W C局 ）の記録から判るように、かなり時間的に急しゅんである。従って、 との愛化を、C

p Uを用いて判定させる方法を採用した。

即ち、図。2の例のように点線で示したような Sp Aのアナログ出力データを、 30秒毎にサン

プリングし、例えば、因。2tζ示したように（位相Pl) 〉（位相P2）であれば、 Cp Uにより、

円のサンプリング時間 tlを、 s p A のスタート時刻と判断して、 C RT  Lと表示し、次いで、P4
二PSの条件が満たされた揚合に、 P4のサンプリング時間 t4を、 Sp Aの MA X跨と判断して
C R Tに表示すると共に、スタートと MA Xの時刻を、プリントアウトずる。なお、 Pl>P2 > P3 

> P4の条件下にあるサンプリング時間 t2、t3は、ソフトウエアでスキップするように処置した。

文、停波時bζ誤って Sp Aを検出するζとがないようにするため、信号強度が低いレベルの場合

には、スキップするように処理している。

なお、 Sp Aの終了時刻は、 アナログデータから読み取る場合でもかなり難かしいため、今回の

装置では、乙の判定は省略した。将来一定の規準を決め、終了時刻そ定義して判定するζとを考え
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図／． 笠川で受信した 22. 3 k H z ( N W C局 ）の Sp A、SE S の記録例
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図。2. s p A現象のサンプリング例
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図3に、上記の副作』ζ対するメインプログラムのフローチャートを、図 ~I（、 S p A判定都サブル

ーチンのフローチャートを示し、試作装霞のブロック図と写真を、夫々図s、図6に示した。

関J. メインプログラムのフローチャート

( A) l 閉»•rの位制1デ－ j誌とtむ破 P I >Pt + 』か
（殴）P I > P，ゃ Iの句作は初めてか

( C ) P I > P t I Iの状矧から p；ヰ PI+ Iになったか

図I/-. s p A判定サブルーチンのフローチャート

現在 Cp Uとしては、ワンボードの TK - 8 0を使用し、 V-RAM (512バイト）を、

又プリンターにオリパッテイ（ p Uー 1100)20けたドットインパクト・プリンターを、プ

リンターコントローラ用 Cp u ~（インテル 8 0 4 1を使用している。

又、現在使用しているプログラムは、約 I • 3キロバイトの長さで、R0 Mを 25 6パイト、

RA  Mを 94 5バイ ト使用している。

ζの方誌による Sp Aの判定は、日出没時には、 V L F波の日出没現象のため、急激な位相愛

化が現われて誤郵作を生ずるので、とれをさけるためにタイマーそ付け、位相アナログデータを、

L ・ T ・08時から I7時まで取り込むようにハード的に処理した。

一例として、図7tc.同一B時の SPA tc.対して、この装置によりプリントアウトされたもの及

びアナログデータを示した。
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図.5. s p Aモニター装置のブロックダイヤグラム

( a ) 

( b ) 

図6. (a)SP Aモニター装置、 ( b ）表示中の例
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問7. 本装鐙でプリントアウトした結果とアナログデータ

開中O臼jを付したものは、雨者の対応がとれたものを示し、矢田のみのものは、 s p /¥ 現象では
あるが、位相の定化沼が選互換器の分解能以下であったため応答しなかったものである。

現在モニター装位は 8ピットの AD~換認を使用しているため、位椅君主動の最小分解能は、

100/ 256マイクロセカンドとなっている。

3.むすび

今後、小さい Sp A 現象の検出や終了時刻の判定を出来るように、装置の改良を仔ってゆかね

ばならないが、このためには、 ( l ) s p A判定の要素に強度のデータを加味するとと、 ( 2 ) 
/¥ D Z互換認を8ピットから 12ピットにしてデータ取り込h精度を上げるζと、 ( 3 ）平均値

臼Z変化パターンを決め、そζからの変化.!itを判定に付け加えるζと、等のζとが考えられる。

終りに、」広報告について適切な助言をいただいた当研寛所の伸弁教授及び岩田助手に心から感謝

の意を去します。
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